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太陽光利用型植物工場（トマト）の
生産・経営モデルについて

千葉大学大学院園芸学研究科

教授 丸尾 達

スーパーホルトプロジェクト協議会（SHP）発足時の目標

「世界の水準を超える新しい日本の施設園芸を目指す」としてH18年に発足。

【当初の目標】
◎高収入施設園芸農業の確立
◎他産業を上回る所得の確保

夫婦２人の経営で、農業所得は1，800万円以上
１時間当たりの労働報酬は5，000円以上

◎生産コストの半減
ハウスの設置費や労働時間を従来の1／2とする等、生産コストの半減を目標

◎生産性の倍増
現在以上の高品質で、収量と労働生産性を倍増

【トマト生産における目標事例】
トマトの販売価格が1ｋｇ当たり200円／ｋｇでも、1，800万円以上の農業所得を

確保するため、1ｈａの経営で、糖度6の果実、10ａ当たり50トン（現行20～30トン）
の収量を、トン当たり37時間（現行74時間）の労働時間で生産することを目標

SHP発足から今日までの動き

【ＳＨＰ会員が関係した７年間の動き】
◎ 全国での植物工場事業の伸展
◎ 東北の震災で被害を受けた施設園芸の復興
◎ トマトの多収技術の研究開発などの果たした役割

【目標を達成に向けた取り組み】
◎ CO2施用や湿度管理を含むトータル的な多収に向けた技術開発や製品化
◎ 養液栽培に適した品種の選定や開発
◎ 植物工場拠点では50tを越える収量を示したコンソーシアムも
◎ これら技術の普及への取り組み（本セミナーの連続開催、指導者育成等）
◎ 今後も産官学が共同し、目標達成を目指していく必要

【ＳＨＰと植物工場事業】
◎ 当初目標は、家族経営を発展させた形を基本に（夫婦２人の経営）
◎ 農商工連携での植物工場の取り上げ、企業からの注目、異業種新規参入
◎ 農林水産省や経済産業省の予算で植物工場関連事業の開始
◎ ＳＨＰの目標は、「太陽光利用型植物工場」として各植物工場拠点で実証中

長期多段栽培と低段密植栽培

◎ SHPで取り上げた2栽培モデルを標準化のモデルに
◎ 植物工場の各拠点のコンソーシアムでも、どちらかの方式が採用中

【長期１作栽培の特徴】
◎ 目標収量は現状でも高いレベルに
◎ 技術習得や雇用者の習熟などに一定の年月が必要
◎ 近年では有償技術指導によりレベルアップを図る事例も

【低段密植栽培の特徴】
◎ 栽培方法が簡易で、多回転により短期間に経験値を

上げることが容易
◎ ストレスを付加する栽培により、高糖度化が容易
◎ 短期栽培により病虫害リスクを低減可能
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施設資材の標準化と生産・経営モデル

【施設資材の標準化】
◎ 施設や資材の標準化や、統一による低コスト化のSHPでの議論
◎ 統一メリットが業界側に見えにくく、ニーズも多様で、標準化案はまとまらず
◎ たたき台となるモデルを今回示し、今後の議論につなげる

【生産・経営モデル】
◎ 太陽光利用型植物工場と呼ぶにふさわしい施設の普及拡大
◎ 重油価格の高騰、ヒートポンプなどの省エネ機器資材導入の進展
◎ 湿度制御、細霧冷房、CO2施用等を組み合わせた周年栽培の技術開発
◎ 食の多様化とトマトをはじめとする施設野菜の堅調な需要

◎ ＳＨＰ発足当初はトマトの単価を２００円／ｋｇ→本モデルでは損益分岐計算
◎ 機器類についても現状で入るべきものを中心に
◎ 低段密植栽培では、小規模ハウスを複数用意するモデル化
◎ 新設ハウスの他、既存のハウスの利用もモデル化

A. 長期１作栽培 前提条件①

a.経営概要a.経営概要a.経営概要a.経営概要

備考備考備考備考

長期１作栽培（大玉）

ハイワイヤー方式

東海地方 SHPでの当初の想定地域

農業法人

量販店契約出荷

直売

大玉系 国産品種

300 円/kg

人数 3 人 常勤役員２名

報酬 18,000 千円/年 常勤役員２名分

労働時間 3,600 時間/年 常勤役員２名

人数 0 人 常勤役員が農場長兼務

給与 0 千円/年/人

労働時間 0 時間/年/人

人数 16 人

時給 800 円/時間

栽培品種

項目項目項目項目 内容内容内容内容

役員

社員

パート

販売形態

栽培方式

経営形態

地域

平均出荷単価

A. 長期１作栽培 前提条件②

b.気象条件b.気象条件b.気象条件b.気象条件

備考備考備考備考

2,000 h/年　以上

13 MJ/㎡/day以上 1981-2009年の平年値（NEDOより）

-3 ℃

0 cm

45 m/s

c.施設c.施設c.施設c.施設

備考備考備考備考

（新設は１棟、既設は複数棟）

（固形培地耕）

（温湿度、CO2、給液の統合制御）

d.その他d.その他d.その他d.その他

備考備考備考備考

90 円/L

項目項目項目項目 内容内容内容内容

重油単価

項目項目項目項目 内容内容内容内容

最深積雪

最大瞬間風速

年間日照時間

最低外気温

年平均全天日射量

項目項目項目項目

経営規模

ハウス

付帯施設

内容内容内容内容

約1ha

新設または既設

選果場および選果装置

栽培装置 養液栽培装置

環境制御装置 統合環境制御装置

A. 長期１作栽培 生産モデル①

単位単位単位単位 備考備考備考備考

モデル名称モデル名称モデル名称モデル名称
新設高軒高新設高軒高新設高軒高新設高軒高

ハウスハウスハウスハウス
既設低軒高既設低軒高既設低軒高既設低軒高
ハウス（例）ハウス（例）ハウス（例）ハウス（例）

ハウス間口ハウス間口ハウス間口ハウス間口 9999 6666 m

a.ハウスa.ハウスa.ハウスa.ハウス

ハウスタイプ フェンロー

屋根形状 ２屋根型 丸屋根

被覆資材 フッ素樹脂 農PO

光線透過率 60 50 % トマト成長点付近で計測した場合の目標値。

軒高 4 2.5 m 新設では、誘引線高さから算定。

連棟数 12 9

奥行 100 40 m

ハウス面積 10,800 2,160 ㎡

ハウス棟数 1 5

ハウス総面積 10,800 10,800 ㎡

新設ハウスでの間口は、SHPハ
ウス環境制御部会での議論を踏
まえ9mとした。

新設では、9m間口に対し一般的
なフェンロータイプとした。

内容内容内容内容項目項目項目項目
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A. 長期１作栽培 生産モデル②

単位単位単位単位 備考備考備考備考

b.誘引・ベンチb.誘引・ベンチb.誘引・ベンチb.誘引・ベンチ

誘引線高さ 3.3 2 m

誘引方式 ハイワイヤー 慣行

仕立て方 2条振り分け 2条振り分け

ベンチ固定 吊下＋補強 架台

ベンチ高さ 0.4 0.1 m GL～スラブ下面（排液下流部）

c.栽植密度c.栽植密度c.栽植密度c.栽植密度

ベッド数（間口当たり） 5 3 本

ベッド間隔（平均） 1.8 2 m

ベッド長 94 37 m 新設では、中央通路4m、47mベッド×2

株間 22.5 22.5 cm

株数 25,067 22,200 株

（栽植密度） 2,321 2,056 株/10a 栽培後半の側枝利用密植あり。

新設では、作業台車用レール無
しを想定。

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 長期１作栽培 生産モデル③

単位単位単位単位 備考備考備考備考

d.目標収量d.目標収量d.目標収量d.目標収量

収穫段数 32 31 段
(うち年内収穫　～12月） 8 7
（うち年明け収穫　1～3月） 8 8
（うち後半収穫　4～7月） 16 16

平均果重/段 600 520 g （目標収量に合わせ調整した値）

（収量） 44.6 33.1 t/10a

可販果率 90.0 90.0 %

（出荷量） 40.1 29.8 t/10a

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 長期１作栽培 生産モデル④

単位単位単位単位 備考備考備考備考

ｅ.温湿度制御ｅ.温湿度制御ｅ.温湿度制御ｅ.温湿度制御

加温条件

夜間設定温度 ℃ 時間帯に応じた動的な設定が別途必要。

最大暖房負荷 980 kw/棟

暖房機装置

種別 温風 温風

発熱量 147 kw

台数 5 2 台/棟

総台数 5 10 台

ヒートポンプ

種別 空気/空気 空気/空気 ハイブリッド制御、除湿兼用。

発熱量 28 28 kw

台数 10 2 台/棟

総台数 10 10 台

カーテン資材

１層 保温兼遮光 保温兼遮光

２層 無 無

サイド 農PO 農PO

15

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 長期１作栽培 生産モデル⑤

単位単位単位単位 備考備考備考備考

自然換気装置（屋根）

種別 片天窓 谷

開口率 ※ - % ※目標値として別途検討

制御 開度、感度 開度、感度
自然換気装置（サイド）

種別 ２段 １段

制御 自動 自動

送風装置

換気扇 無 無

循環扇 100W4台/間口 100W2台/間口

加湿装置

種別 加湿用 加湿用

噴霧量 5 5 ℓ/10a 乾燥防止に必要な噴霧量。

ノズル粒径 30 30 μ

項目項目項目項目 内容内容内容内容
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A. 長期１作栽培 生産モデル⑥

単位単位単位単位 備考備考備考備考

f.CO2制御f.CO2制御f.CO2制御f.CO2制御

制御条件

開放時目標濃度 外気並み 外気並み ppm

密閉時目標濃度 800 800 ppm

施用装置

原料 灯油 灯油

制御方法

ゼロ濃度差制御 有 有

各種制御 有 有 時間帯、換気との連動等

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 長期１作栽培 経営モデル（新設ハウス） 生産原価

千円(総額)千円(総額)千円(総額)千円(総額) 千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a) 備考備考備考備考
種苗費 5,013 464 @200 購入苗として（本葉4.5枚程度）
肥料費 3,240 300 300千円/10aとして
農薬衛生費 1,296 120 120千円/10aとして、（IPM含まず）
諸材料費 1,296 120 120千円/10aとして
培地関連費 3,240 300 RW300千円/10aとして
栽培費(CO2) 2,160 200 200千円/10aとして
加工費 0 0 ジュース、ソース等加工費
修繕費 2,160 200 200千円/10aとして
出荷資材費 4,011 371 @100/kgとして
農具費 540 50 50千円/10aとして、はさみ、台車、コンテナ等

合計 22,956 2,126
労務費 賃金給与 23,040 2,133 @800,1800h/年、（16名として）

水道光熱費 0 0 井水利用として
燃料費 7,973 738 温風暖房・HP10台併用（概算）

合計 7,973 738
53,969 4,997合計

材料費

光熱費

項目項目項目項目

A. 長期１作栽培 経営モデル（新設ハウス） その他の原価

千円(総額)千円(総額)千円(総額)千円(総額) 千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a) 備考備考備考備考
（一般管理費）

18,000 1,667 役員２名分の報酬として
1,700 157 一般例として

13,333 1,235

総初期投資4.0億円、1/2補助、15年定額償却
として（ハウス・管理棟・ハウス付帯設備：320
百万＋統合環境制御装置：5百万＋養液栽培
設備一式70百万＋受電設備5百万　として（１
次側工事除く））

1,620 150 @150千円/10a、全借地として
0 0 リース利用無しとして

3,209 297 @80/kgとして
0 0 直売として
0 0 培地、残渣は自家処理として

3,300 306 一般例として
41,162 3,811

2,000 185 支払利息（補助残全額借入　利率1.0%として）

43,162 3,996

出荷手数料
廃棄処理費

（営業外費用）

支払地代
リース料

支払利息

（一般管理費＋営業外費用合計）

福利厚生費
役員報酬

項目項目項目項目

　　　その他
一般管理費　合計

減価償却費

運賃

A. 長期１作栽培 経営モデル（新設ハウス） 損益分岐売上単価

247円

275円

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320

売上単価（円売上単価（円売上単価（円売上単価（円/kg））））

売上(千円）

経費（千円・補助金1/2）

経費（千円・補助金無）
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A. 長期１作栽培 経営モデル（既設ハウス） 生産原価

千円(総額)千円(総額)千円(総額)千円(総額) 千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a) 備考備考備考備考
種苗費 3,008 279 @120 購入苗（本葉2.5枚程度）
肥料費 2,700 250 250千円/10aとして
農薬衛生費 1,296 120 120千円/10aとして、（IPM含まず）
諸材料費 648 60 60千円/10aとして
培地関連費 2,873 266 RW266千円/10aとして
栽培費(CO2) 1,620 150 150千円円/10aとして
加工費 0 0 ジュース、ソース等加工費
修繕費 2,160 200 200千円/10aとして
出荷資材費 2,982 276 @100/kgとして
農具費 540 50 50千円/10aとして、はさみ、台車、コンテナ等

合計 17,827 1,651
労務費 賃金給与 18,000 1,667 @800,1500h/年、（15名として）

水道光熱費 0 0 井水利用として
燃料費 9,400 870 温風暖房・HP10台併用（概算）

合計 9,400 870
45,227 4,188

材料費

光熱費

合計

項目項目項目項目

A. 長期１作栽培 経営モデル（既設ハウス） その他の原価

千円(総額)千円(総額)千円(総額)千円(総額) 千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a) 備考備考備考備考
（一般管理費）

18,000 1,667 役員２名分の報酬として
1,600 148 一般例として

3,600 333

ハウス償却済み、その他設備新規導入に
1/2補助、15年償却として（養液65百万、
HP20百万、環境制御装置10百万、加湿装
置10百万、CO2発生装置3百万、受電設備
5百万として（1次側工事除く））

1,620 150 @150千円/10a、全借地として
0 0 リース利用無しとして

2,386 221 @80/kgとして
0 0 直売として
0 0 培地、残渣は自家処理として

3,300 306 一般例として
30,506 2,825

540 50 支払利息（補助残全額借入　利率1.0%として）

31,046 2,875

（営業外費用）
支払利息

（一般管理費＋営業外費用合計）

役員報酬
福利厚生費

減価償却費

支払地代
リース料
運賃
出荷手数料
廃棄処理費

項目項目項目項目

　　　その他
一般管理費　合計

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320

売上単価（円売上単価（円売上単価（円売上単価（円/kg））））

売上(千円）

経費（千円・補助金1/2）

経費（千円・補助金無）

A. 低段密植栽培 経営モデル（既設ハウス） 損益分岐売上単価

256円

266円

B. 低段密植栽培 前提条件①

a.経営概要a.経営概要a.経営概要a.経営概要

備考備考備考備考

３段密植栽培（大玉）

東海地方 海岸沿い地域

農業法人

量販店契約出荷

直売

大玉系 国産品種

300 円/kg

人数 3 人 常勤役員２名

報酬 18,000 千円/年 常勤役員２名分

労働時間 3,600 時間/年 常勤役員２名

人数 0 人 常勤役員が農場長兼務

給与 0 千円/年/人

労働時間 0 時間/年/人

人数 16 人

時給 800 円/時間

項目項目項目項目 内容内容内容内容

役員

社員

パート

販売形態

栽培方式

平均出荷単価

経営形態

地域

栽培品種
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A. 低段密植栽培 前提条件②

b.気象条件b.気象条件b.気象条件b.気象条件

備考備考備考備考

2,000 h/年　以上

13 MJ/㎡/day以上1981-2009年の平年値（NEDOより）

-3 ℃

0 cm

45 m/s （地域基準を別途検討）

c.施設c.施設c.施設c.施設

備考備考備考備考

（新設、既設とも複数棟で栽培ブロックわけ）

（固形培地耕）

（温湿度、CO2、給液の統合制御）

d.その他d.その他d.その他d.その他

備考備考備考備考

90 円/L

年平均全天日射量

項目項目項目項目 内容内容内容内容

環境制御装置 統合環境制御装置

最深積雪

最大瞬間風速

年間日照時間

最低外気温

項目項目項目項目

経営規模

ハウス

付帯施設

内容内容内容内容

項目項目項目項目 内容内容内容内容

重油単価

約1ha

新設または既設

選果場および選果装置

栽培装置 養液栽培装置

A. 低段密植栽培 生産モデル①

単位単位単位単位 備考備考備考備考

モデル名称モデル名称モデル名称モデル名称
新設中軒高ハウ新設中軒高ハウ新設中軒高ハウ新設中軒高ハウ

スススス
既設低軒高ハ既設低軒高ハ既設低軒高ハ既設低軒高ハ

ウスウスウスウス

ハウス間口ハウス間口ハウス間口ハウス間口 8888 6666 m

a.ハウスa.ハウスa.ハウスa.ハウス

ハウスタイプ 丸屋根 丸屋根

屋根形状 １屋根型 １屋根型

被覆資材 農PO 農PO 新設も低コストな農POを想定

光線透過率 55 50 % トマト成長点付近で計測した場合の目標値。

軒高 3.5 2.5 m

連棟数 9 12

奥行 30 30 m

ハウス面積 2,160 2,160 ㎡

ハウス棟数 5 5

ハウス総面積 10,800 10,800 ㎡

新設は１屋根型軽量鉄骨
ハウスを想定

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 低段密植栽培 生産モデル②

単位単位単位単位 備考備考備考備考

b.誘引・ベンチb.誘引・ベンチb.誘引・ベンチb.誘引・ベンチ

誘引線高さ 2 2 m

仕立て方 2条振り分け 2条振り分け

ベンチ固定 架台 架台

ベンチ高さ 0.4 0.4 m GL～スラブ下面（排液下流部）

c.栽植密度c.栽植密度c.栽植密度c.栽植密度

ベッド数（間口当たり） 4 3 本

ベッド間隔（平均） 2 2 m

ベッド長 27 27 m

株間 10 10 cm

株数 48,600 48,600 株

（栽植密度） 4,500 4,500 株/10a

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 低段密植栽培 生産モデル③

単位単位単位単位 備考備考備考備考

d.目標収量d.目標収量d.目標収量d.目標収量

収穫段数 3 3 段

平均果数 4 4 果/段

平均果重 175 165 g/果
（目標収量に合わせ調整
した値）

作付回数 3.7 3.7 作/年

（収量） 35.0 33.0 t/10a

可販果率 95.0 95.0 %

（出荷量） 33.2 31.3 t/10a

長期多段栽培より可販果
率を＋５％と想定

項目項目項目項目 内容内容内容内容
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A. 低段密植栽培 生産モデル④

単位単位単位単位 備考備考備考備考

e.温湿度制御e.温湿度制御e.温湿度制御e.温湿度制御

加温条件

夜間最低温度 ℃

最大暖房負荷 kw/棟

暖房機装置

種別 温風 温風

発熱量 kw

台数 2 2 台/棟

総台数 10 10 台

ヒートポンプ

種別 空気/空気 空気/空気 ハイブリッド制御、除湿兼用

発熱量 kw

台数 2 2 台/棟

総台数 10 10 台

カーテン資材

１層 保温兼遮光 保温兼遮光

２層 無 無

サイド 保温 保温

15 時間帯に応じた動的な設
定が別途必要。

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 低段密植栽培 生産モデル⑤

単位単位単位単位 備考備考備考備考

自然換気装置（屋根）

種別 谷 谷

開口率 ※ - % ※目標値として別途検討

制御 開度、感度 開度、感度
自然換気装置（サイド）

種別 ２段 -

制御 自動 -

送風装置

換気扇 有 有 ※換気扇台数等は別途検討

循環扇 100W2台/間口 100W2台/間口

加湿装置

種別 加湿用 加湿用 ※冷却仕様は別途検討

噴霧量 5 5 ℓ/10a/h

ノズル粒径 30 30 μ

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 低段密植栽培 生産モデル⑥

単位単位単位単位 備考備考備考備考

f.CO2制御f.CO2制御f.CO2制御f.CO2制御

制御条件

開放時目標濃度 外気並み 外気並み ppm

密閉時目標濃度 800 800 ppm

施用装置

原料 灯油 灯油

ガスタンク - - ℓ

気化器能力 - - ℓ/min

主配管径 - - mm

制御方法

ゼロ濃度差 有 有

各種比例制御 有 有 時間帯、換気との連動等

項目項目項目項目 内容内容内容内容

A. 低段密植栽培 経営モデル（新設ハウス） 生産原価

千円(総額)千円(総額)千円(総額)千円(総額) 千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a) 備考備考備考備考
種苗費 9,464 876 @50　自家育苗経費　歩留まり95%として
肥料費 3,240 300 300千円/10aとして
農薬衛生費 1,296 120 120千円/10aとして、（IPM含まず）
諸材料費 648 60 60千円/10aとして
培地関連費 1,296 120 120千円/10aとして
栽培費(CO2) 1,728 160 160千円円/10aとして
加工費 0 0 ジュース、ソース等加工費
修繕費 2,160 200 200千円/10aとして
出荷資材費 4,011 371 @100/kgとして
農具費 540 50 50千円/10aとして、はさみ、台車、コンテナ等

合計 24,383 2,258
労務費 賃金給与 19,200 1,778 @800,1500h/年、（16名として）

水道光熱費 0 0 井水利用として
燃料費 9,400 870 温風暖房・HP10台併用（概算）

合計 9,400 870
52,983 4,906

材料費

光熱費

合計

項目項目項目項目
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A. 低段密植栽培 経営モデル（新設ハウス） その他の原価

千円(総額)千円(総額)千円(総額)千円(総額) 千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a) 備考備考備考備考
（一般管理費）

18,000 1,667 役員２名分の報酬として
1,600 148 一般例として

12,224 1,132

総初期投資3.67億円、1/2補助、15年定額償
却として（ハウス・管理棟・ハウス付帯設備：
271百万＋統合環境制御装置：10百万＋養
液栽培設備一式66百万＋育苗装置15百万
＋受電設備5百万　として（１次側工事除く））

1,620 150 @150千円/10a、全借地として
0 0 リース利用無しとして

2,657 246 @80/kgとして
0 0 直売として
0 0 培地、残渣は自家処理として

3,300 306 一般例として
39,401 3,648

1,834 170 補助残全額借入　利率1.0%として

41,235 3,818

一般管理費　合計
　　　その他

（一般管理費＋営業外費用合計）

支払利息
（営業外費用）

役員報酬
福利厚生費

減価償却費

支払地代
リース料
運賃
出荷手数料
廃棄処理費

項目項目項目項目

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320

売上単価（円売上単価（円売上単価（円売上単価（円/kg））））

売上(千円）

経費（千円・補助金1/2）

経費（千円・補助金無）

A. 低段密植栽培 経営モデル（新設ハウス） 損益分岐売上単価

289円

320円

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

105,000

110,000

625 635 645 655 665 675 685 695 705 715 725 735 745

売上単価（円売上単価（円売上単価（円売上単価（円/kg））））

売上(千円）

経費（千円・補助金1/2）

経費（千円・補助金無）

A. 低段密植栽培経営モデル（新設ハウス） 損益分岐売上単価

653円

723円

※参考 高糖度栽培（総収量15.0t/10a、可販果収量14.2t/10aの場合）

A. 低段密植栽培 経営モデル（既設ハウス） 生産原価

千円(総額)千円(総額)千円(総額)千円(総額) 千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a) 備考備考備考備考
種苗費 7,571 701 @40　自家育苗経費　歩留まり95%
肥料費 3,240 300 300千円/10aとして
農薬衛生費 1,296 120 120千円/10aとして、（IPM含まず）
諸材料費 648 60 60千円/10aとして
培地関連費 1,296 120 120千円/10aとして
栽培費(CO2) 1,620 150 150千円円/10aとして
加工費 0 0 ジュース、ソース等加工費
修繕費 540 50 50千円/10aとして
出荷資材費 2,982 276 @100/kgとして
農具費 540 50 50千円/10aとして、はさみ、台車、コンテナ等

合計 19,734 1,827
労務費 賃金給与 19,200 1,778 @800,1500h/年、（16名として）

水道光熱費 0 0 井水利用として
燃料費 11,000 1,019 温風暖房・HP10台併用（概算）

合計 11,000 1,019
49,934 4,623

材料費

光熱費

合計

項目項目項目項目
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A. 低段密植栽培 経営モデル（既設ハウス） その他の原価

千円(総額)千円(総額)千円(総額)千円(総額) 千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a)千円(/10a) 備考備考備考備考
（一般管理費）

18,000 1,667 役員２名分の報酬として
1,600 148 一般例として

4,282 396

ハウス償却済み、その他設備新規導入に
1/2補助、15年償却として（養液65百万、
HP20百万、環境制御装置10百万、加湿装
置10百万、CO2発生装置3百万、育苗装
置15百万、受電設備5百万として（1次側
工事除く））

1,620 150 @150千円/10a、全借地として
0 0 リース利用無しとして

2,505 232 @80/kgとして
0 0 直売として
0 0 培地、残渣は自家処理として

3,300 306 一般例として
31,307 2,899

642 59 補助残全額借入　利率1.0%として

31,950 2,958

一般管理費　合計
　　　その他

（営業外費用）
支払利息

（一般管理費＋営業外費用合計）

役員報酬
福利厚生費

減価償却費

支払地代
リース料
運賃
出荷手数料
廃棄処理費

項目項目項目項目

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

105,000

200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320

売上単価（円売上単価（円売上単価（円売上単価（円/kg））））

売上(千円）

経費（千円・補助金1/2）

経費（千円・補助金無）

A. 低段密植栽培 経営モデル（既設ハウス） 損益分岐売上単価

262円

273円

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

575 585 595 605 615 625 635 645 655 665 675 685 695
売上単価（円売上単価（円売上単価（円売上単価（円/kg））））

売上(千円）

経費（千円・補助金1/2）

経費（千円・補助金無）

A. 低段密植栽培経営モデル（既設ハウス） 損益分岐売上単価

606円

632円

※参考 高糖度栽培（総収量14.0t/10a、可販果収量13.3t/10aの場合）


